
PD
M
2

別
添

2
0
0
7
年
1
1
月
2
6
日
修
正

実
施
期
間
：
2
0
0
6
年
4
月
ー
2
0
0
9
年
3
月

直
接

的
裨

益
者

：
教

育
省

技
官

1
3
名

（
G
1
3
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

指
標

入
手
手
段

外
部
条
件

上
位

目
標

現
職

教
員

の
初

等
教

育
に

お
け

る
算

数
指

導
力

が
向

上
す

る
。

・
授
業
の
改
善

・
授
業
評
価
の
結
果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

（
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
及

び
授

業
現

場
に

即
し

た
）

初
等

教
育

に
お
け
る
算
数
教
材
が
作
成
さ
れ
る
。

成
果
品

・
第
１
学
年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
の
教
師

用
指
導
書
及
び
児
童
用
教

材
、
並
び
に
第
１
学
年
か
ら
第
３
学
年
ま

で
の
児
童
用
作
業
帳

・
教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材

・
第
1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル

・
成
果
品

・
教
育
政
策
の
基
本
方
針
が
変
わ

ら
な
い
。

期
待

さ
れ

る
成

果

1
.
 
1
3
名

の
コ

ア
グ

ル
ー
プ

（
G
1
3
）

の
算

数
教

育
に

関
す

る
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

2
.
 
教

師
用

指
導

書
、

児
童

用
教

材
（

第
1
～

6
学

年
）

及
び

児
童

用
作

業
帳

（
第
1
～
3
学
年
）
が
作
成
さ
れ
、
最
終
版
と
し
て
改
訂
さ
れ
る
。

3
．

教
員

研
修

用
マ

ニ
ュ
ア

ル
・

教
材

が
作

成
さ

れ
る

。
4
．

第
1
学

年
用

形
成

評
価

ツ
ー

ル
が

作
成

さ
れ

る
。

1
．
（
G
1
3
 
の
）
算
数
教
育
に
関
す
る
知
見

2
．
成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

3
．
成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

4
．
成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

1
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書

2
.
 
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3
.
 
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4
.
 
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
初
等
教
育
に
お
け
る
算
数
科
の

教
育
課
程
が
変
わ
ら
な
い
。

活
動

1
.
1
.
 
広

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
よ

っ
て

組
織

さ
れ

る
技

術
研

修
（

教
師

用
指

導
書
、
児
童
用
教
材
（
第
1
～
6
学
年
）
及
び
児
童
用
作
業
帳
（
第
1

～
3
学

年
）

（
以

下
教

材
）

の
開

発
、

授
業

評
価

、
研

修
等

）
に

参
加

す
る

。

1
.
2
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
お

け
る

G
1
3
の

情
報

・
知

見
を

、
各

種
情

報
手

段
を

用
い
て
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
各
国
と
共
有
す
る

1
.
3
.
 
実

験
校

7
校

の
教

員
お

よ
び

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
チ

ー
ム

に
対

す
る

技
術

支
援
を
行
う
。

1
.
4
.
 
1
-
3
の

知
見

を
活

用
し

、
G
1
3
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

コ
ン

プ
レ

ン
ド

」
戦

略
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。

1
.
5
．

G
1
3
間

で
定

期
的

に
各

々
の

経
験

を
共

有
す

る
。

1
.
6
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
進

捗
状

況
を

定
期

的
に

広
報

す
る

。

2
.
1
.
 
1
～

6
年

生
の

学
習

内
容

系
統

表
、

及
び

P
R
O
M
E
T
A
M
教

材
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル
学
習
内
容
表
を
作
成
す
る
。

2
.
2
.
 
算

数
1
,
2
年

生
用

教
材

（
指

導
書

、
教

科
書

、
練

習
帳

）
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン
用
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
を
作
成
す
る
。

2
.
3
.
 
実

験
校

7
校

の
1
,
2
年

生
教

員
に

対
し

、
教

材
使

用
法

と
指

導
法

に
係

る
研
修
を
行
う
。

2
.
4
.
 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル
版

1
,
2
年

生
教

材
の

教
室

で
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
、

再
校
正
、
編
集
を
行
う
。

2
.
5
．

7
校

の
3
年

生
教

員
に

対
し

、
教

材
使

用
法

と
指

導
法

に
か

か
る

研
修

を
行
う
。

2
.
6
.
 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル
版

3
年

生
教

材
の

教
室

で
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
、

再
校
正
、
編
集
を
行
う
。

2
.
7
.
 
7
校

に
対

し
、

1
,
2
,
3
年

生
教

材
の

最
終

版
を

印
刷

、
配

布
す

る
。

2
.
8
.
 
7
校

の
4
年

生
教

員
に

対
し

、
教

材
使

用
法

と
指

導
法

に
か

か
る

研
修

を
行
う
。

2
.
9
.
 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル
版

4
年

生
教

材
の

教
室

で
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
、

再
校
正
、
編
集
を
行
う
。

2
.
1
0
．

5
,
6
年

生
教

材
を
再

校
正

、
編

集
し

最
終

版
を

作
成

す
る

。

2
.
1
1
.
 
7
校

に
対

し
、

4
,
5
,
6
年

生
教

材
の

最
終

版
を

印
刷

、
配

布
す

る
。

3
.
1
．

教
員

研
修

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
教

材
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

版
を

作
成

す
る

。

3
.
2
．

教
員

研
修

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
教

材
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
、

再
校

正
を

行
う
。

3
.
3
．

教
員

研
修

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
教

材
最

終
版

を
作

成
す

る
。

4
.
1
．

第
1
学

年
用

形
成

評
価

ツ
ー

ル
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
版

を
作

成
す

る
。

4
.
2
．

7
校

で
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

4
.
3
．

第
1
学

年
用

形
成

評
価

ツ
ー

ル
最

終
版

を
作

成
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
初

等
教

育
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
(
C
O
M
P
R
E
N
D
O
-
J
I
C
A
)

間
接

的
裨

益
者

：
教

員
、

児
童

、
実

験
校

7
校

の
授

業
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

チ
ー
ム
、
全
国
教
員
養
成
機
関
の
算
数
科
教
員

投
入

前
提
条
件

・
教
育
省
が
G
1
3
及
び
G
2
0
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
お
け
る
業
務
を

保
証
す
る
。

・
計
画
さ
れ
た
活
動
を
保
証
す
る

た
め
の
必
要
な
資
金
が
確
保
さ
れ

る
。

日
本

a
.
 
長
期
専
門
家
1
名
（
算
数
教
育
／
業
務
調
整
）

b
.
 
G
1
3
に
対
す
る
広
域
在
外
・
本
邦
研
修

c
.
 
P
R
O
M
E
T
A
M
よ
る
技
術
支
援

d
.
 
車
輌
及
び
運
転
手
、
車
両
保
険
、
燃

料
、
維
持
費
等

e
.
 
実
験
校
7
校
に
対
す
る
教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
及
び
児
童

用
作
業
帳
の
印
刷
経
費

f
.
 
そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
必
要

な
経
費

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

a
.
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
（
G
1
3
）

b
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
お
よ
び
そ
の
他

必
要
な
設
備

c
.
 
駐
車
ス
ペ
ー
ス

d
.
 
そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
必
要
な

経
費

注
１

：
上

位
目

標
で

示
さ

れ
た

指
標

の
詳

細
内

容
は

、
コ

ア
グ

ル
ー

プ
と

の
議

論
に
従
っ
て
、
5
月
短
期
専
門
家
（
指
導
科
目
：
教
育
評
価
）
及
び
6
月
本
邦
研
修
に

お
い
て
、
コ
ア
グ
ル

ー
プ
と
の
議
論
を
通
じ
て
明
確
化
す
る
。

注
２

：
広

域
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

に
お

け
る

「
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
2
」
（
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
広
域
要
素
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エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル

共
和

国
初

等
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

中
間

評
価
調
査
 

評
価
グ
リ
ッ
ド
 

評
価
設
問

 
評
価

 
項

目
 

大
項

目
 

小
項
目

 
判
断
基
準
・
方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
デ
ー
タ

 
収
集
方
法

 
専
門
家
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､派

遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

専
門
家
派
遣
実
績
 

調
査
団
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､派

遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

調
査
団
派
遣
実
績
 

機
材
供
与

 
投
入
機
材
の
種
類
や
数
量
、
さ
ら
に
目
的
 

資
機
材
供
与
実
績
 

研
修
員
受
入
れ

 
研
修
員
人
数
と
研
修
内
容
、
期
間
、
タ
イ
ミ
ン
グ
 

研
修
実
績
 

現
地
活
動
費

 
活
動
予
算
額
と
支
出
内
容
 

現
地
業
務
費
投
入
実
績
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
、
実
施
体
制

 
運
営
管
理
・
実
施
体
制
の
状
況
 

関
連
機
関
組
織
図
、
人
員
配
置
図
、

業
務
分
掌
表
 

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
側
投
入

 
C
/
P
配
置
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
 

同
上
、
会
計
書
類
 

実 績 

投
入
実

績
 

投
入
は
計
画
ど
お
り
で
あ
っ
た
か

 
投
入
計
画
、
投
入
実
績
 

P
O
、
専
門
家
所
見
 

R
/
D
、
調
査
団
・
業
務
報
告

書
、

J
C
C
会
議

資
料
、
投

入
実
績
等
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

活
動
進

捗
状
況

 
活

動
は

計
画

ど
お

り
に

進
捗

し
た

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
実

績
は

計
画

ど
お

り
で

あ

っ
た
か
 

P
D
M
・
P
O
と
進
捗
実
績
と
の
比
較
、

専
門
家
及
び

C/
P
の
所
見
 

R
/
D
、
調
査
団
・
業
務
報
告

書
、
専
門
家
及
び

C/
P
 

同
上
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の

実
施
状

況
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
は
適
切
で
あ
っ

た
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

の
報

告
は

ど
う

で
あ

っ
た

か

（
頻
度
、
方
法
）
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
内
容
、
方
法

は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

業
務

報
告

書
、

運
営

指
導

調
査

報

告
書
、
J
C
C
開
催
記
録
 

調
査
団
・
業

務
報
告
書
、

J
C
C
会
議
資
料

、
専
門
家

及
び

C
/
P、

J
IC
A
 

同
上
 

専
門
家

と
C/
P
と
の

関
係

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
は
良
好
か

共
同
し
て
問
題
に
対
処
し
た
か
 

定
期
的
な
意
見
交
換
や
会
議
は
実
施
さ
れ
た
か
 

意
見
交
換
や
情
報
共
有
は
十
分
に
な
さ
れ
た
か
 

日
常

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
と

実
績

、
会

議

記
録
、
 

専
門
家
及
び

C/
P
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

予
算
の
手
当
て
、
先
方
の
関
与
は
十
分
か

先
方
負
担
の
度
合
い
 

先
方
の
投
入
実
績
 

先
方

実
施

機
関

の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
、

オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ

 
C
/
P
の
配
置
は
適
正
か
 

C
/
P
の
配
置
は
適
正
さ
、
十
分
さ
 

人
員
配
置
図
、
業
務
分
掌
表
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

実 施 プ ロ セ ス 

他
の

O
D

A
事
業
と

の
連
携

 
関
連
す
る

J
I
C
A
事
業
あ
る
い
は
我
が
国

の
他
の
協
力
と
の
連
携
は
あ
っ
た
か
 

相
互
補

完
・

連
携

の
度

合
い

 
専

門
家

及
び

他
事

業
関

係
者

の
所

見
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
他
事
業
関
係
者
の
所
見

同
上
 

相
手

国
の

国
家

開

発
計

画
と

の
整

合

性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
は
当
該
国
の

開
発
政
策
や
開
発
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

か
 

上
位
目
標
は
、
当
該
国
が
目
指
す
方
向
性
と
軌
を
一

に
し
て
い
た
か
、
ま
た
一
貫
性
が
あ
っ
た
か
 

国
家

開
発

計
画

、
国

家
教

育
計

画

2
0
2
1
 

政
策
関
連
文

書
、
専
門
家

及
び

C
/
P
 

同
上
 

実
施
機
関
の
選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

G
1
3
と

G2
0
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
関
与
の
度

合
い
、
当
事
者
意
識
 

先
方
の
対
応
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
所

見
 

同
上
 

裨
益

者
の

ニ
ー

ズ

と
の
整

合
性

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
及
び
ニ
ー

ズ
の
把
握
は
適
切
か
つ
十
分
で
あ
っ
た
か

教
材
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

研
修
実
施
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

そ
れ
ら
は
実
現
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
か
 

先
方
意
見
、
専
門
家
所
見
 

専
門
家
及
び

C/
P
 

同
上
 

妥 当 性 

日
本

の
援

助
事

業

と
し
て

の
妥
当
性

 
我
が
国
の
援
助
政
策
、
国
別
事
業
実
施
計

画
と
の
整
合
性
 

協
力
内
容
は
我
が
国
及
び

J
IC
A
の
重
点
方
針
に
合

致
し
て
い
る
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
及

び
現

在

の
援
助
方
針
 

我
が
国
の
対

エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
援
助
政
策
、
J
I
C
A
エ

ル
サ
ル
バ
ド

ル
国
別
事
業

実
施
計
画
 

資
料
調
査
 

添付資料３．評価グリッド（和文）
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そ
の
他

 
他

ド
ナ

ー
や

他
の

J
I
C
A

事
業

と
の

連

携
・
デ
マ
ケ
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か

連
携
・
相
互
補
完
の
度
合
い
、
デ
マ
ケ
の
明
確
さ
 

他
ド
ナ
ー
や
他
の

J
I
C
A
事
業
の
活

動
内
容
 

各
種
資
料
・

報
告
書
、
他

ド
ナ
ー
担
当
者
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の
達

成
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ
れ
た
か
 

教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
、
児
童
用
作
業
帳
は

ど
の
程
度
作
成
さ
れ
た
か
 

そ
の
質
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
 

各
教
材
の
作
成
状
況
 

教
材

の
質

に
対

す
る

先
方

及
び

専

門
家
所
見
 

専
門
家
及
び

C/
P
 、

学
校

教
員
を
含
む

関
係
者
の
意

見
 

同
上
 

成
果

と
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

の
結

び

つ
き

 

成
果
①
G
1
3
の
能
力
開
発
と
、
成
果
②
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
用
の
各
教
材
が
最
終
版
と

し
て
改
訂
さ
れ
る
こ
と
、
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て

い
る
か
 

各
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

ど
の

程

度
貢
献
し
て
い
る
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
及
び
成
果
発
現
に
よ
っ
て
、
直

接
的

裨
益

者
と

間
接

的
裨

益
者

は
ど

の
程

度
便

益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

活
動

と
成

果
の

結

び
つ
き

 
活
動
は
成
果
発
現
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ

っ
た
か
 

活
動
（
例
え
ば

G
1
3
か
ら

G
2
0
へ
、
G2
0
か
ら
学
校

教
員
へ
の
教
員
研
修
）
が
な
く
て
も
成
果
は
発
現
し

て
い
る
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

目
標
達
成
に
か
か
る
促
進
・
貢
献
要
因
は

何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

貢
献
の
度
合
い
 

 

目
標

達
成

に
至

る

促
進
・

阻
害
要
因

 
目
標
達
成
に
か
か
る
阻
害
要
因
は
何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

阻
害
の
度
合
い
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
の
所
見
 

同
上
 

有 効 性 

前
提
条

件
・
外
部
条

件
の
変

化
や
影
響

 
ど
の
よ
う
な
前
提
条
件
・
外
部
条
件
が
実

際
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
与
え
た
か
。

 

前
提
条
件
・
外
部
条
件
（
環
境
の
変
化
）
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
応
し
た
か
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
の
所
見
 

同
上
 

専
門
家
派
遣
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か

 
資
機
材
は
適
切
に
提
供
さ
れ
た
か
 

研
修
員
受
入
れ
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か

日
本

側
投

入
と

成

果
の
結

び
つ
き
（
投

入
に

見
合

っ
た

成

果
を

達
成

し
て

い

る
か
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
は
適
正
な
規
模
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

専
門

家
・

機
材

供
与

・
研

修
・

予

算
実
績
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
 

同
上
 

C
/
P
の
配
置
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

T
G
開
発
メ
ン
バ
ー
の
確
保
・
配
置
は
適
切

で
あ
っ
た
か
 

先
方

投
入

と
成

果

の
結
び
つ
き
（
投
入

に
見

合
っ

た
成

果

を
達

成
し

て
い

る

か
）

 
研
修
実
施
場
所
の
確
保
・
手
続
き
は
円
滑

か
つ
適
切
で
あ
っ
た
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

C
/
P
配
置
実
績
、
用
地
取
得
状
況
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
 

同
上
 

効 率 性 

運
営

管
理

の
効

率

性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
及
び
成
果
の
達
成
に

向
け
て
、
投
入
は
ど
の
よ
う
に
運
営
管
理

さ
れ
た
か
 

事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度
の
判
断
 

運
営

管
理

の
実

情
・

実
績

、
運

営

指
導
調
査
報
告
書
 
 

業
務
報
告
書

、
専
門
家
及

び
C
/
P
の
所
見
 

同
上
 

上
位

目
標

達
成

の

見
込
み

 
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
数
年

以
内

に
達

成
さ

れ
る

レ
ベ

ル
に

あ
る

か

（
あ
る
い
は
既
に
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て

い
る
か
）
 

現
職

教
員

の
初

等
教

育
に

お
け

る
算

数
指

導
力

は

ど
の
程
度
向
上
し
た
か
、
ま
た
は
向
上
が
見
込
ま
れ

る
か
 

教
員

の
自

己
評

価
、

授
業

観
察

記

録
（
あ
れ
ば
）
 

教
員
の
意
見

、
先
方
関
係

者
の
意
見
、
専
門
家
所
見

同
上
 

イ ン パ ク ト 

そ
の

他
の

波
及

効

果
 

算
数
の
授
業
以
外
に
何
か
変
化
は
見
ら
れ

る
か
？
 

例
え
ば
、
他
の
教
科
、
児
童
の
出
席
率
、
学
校
運
営

へ
の
影
響
等
は
見
受
ら
れ
る
か
 

教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

- 79 -



他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
ド
ナ
ー
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
、
彼
ら
と
の
相
乗
効
果
 

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
ド
ナ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影

響
・
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま
た
相
乗
効
果
は
あ

っ
た
か
 

他
事

業
関

係
者

、
他

ド
ナ

ー
の

意

見
 

他
事
業
関
係

者
、
他
ド
ナ

ー
 

同
上
 

政
策

・
制

度
的
基
盤

政
策
・
制
度
に
お
け
る
各
教
材
の
開
発
・

改
訂
・
普
及
の
位
置
づ
け
は
確
た
る
も
の

か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
政
策
（
展
望
）
・
制
度
は
ど
の
程
度
用

意
さ
れ
、
整
っ
て
い
る
か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

政
策
文
書
、

教
師
教
育
局

の
意
見
 

同
上
 

組
織

・
技

術
的
基
盤

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
行
う
組

織
的
基
盤
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
行
う
技

術
的
基
盤
（
算
数
教
育
に
関
す
る
能
力
・

専
門
性
）
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
組
織
・
人
員
は
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る

か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

教
育
省
の
組
織
図
、
意
見

同
上
 

財
政
的

基
盤
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
行
う
た

め
の
財
政
的
基
盤
は
確
た
る
も
の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
財
政
・
予
算
は
ど
の
程
度
用
意
さ
れ
て

い
る
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
 

教
育
省
の
予

算
文
書
、
意

見
 

同
上
 

自 立 発 展 性 

社
会

・
文

化
的
基
盤

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
行
う
た

め
の
社
会
・
文
化
的
基
盤
は
確
た
る
も
の

か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
に
際

し
、
実
施
の
教
育
現
場
で
各
教
材
は
ど
の
程
度
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
か
 

各
教
材
の
活
用
・
受
容
状
況
 

教
員
の
意
見

、
先
方
関
係

者
の
意
見
、
専
門
家
所
見

同
上
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Questionnaire to Japanese Experts 
 
＜Questions concerning Relevance and Project Design＞ 

1. To what extent is the Project consistent with the national development plan or policy of the 
country?（国家開発計画・政策との整合性） 

 
 
2. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 

country? （国家教育開発計画・政策との整合性） 
 
 
3. How is the Project placed in and contributing to the COMPRENDO?（コンプレンドにおける

位置づけと整合性） 
 
 
4. Has each of the activities been well-linked and effective enough to produce the output?（個々の

活動はうまく結びつき、効果的に成果を生むようにデザインされているか） 
 
 
5. With reference to PDM, is the Core G10 (when the Project began) appropriate as a direct 

beneficiary group?（PDM に照らし、直接的受益者は今でも適切か） 
 
 
6. With reference to PDM, are the G20, teachers, students, follow-up team of the 5 laboratory 

schools in the Central Region and the 2 sub laboratory schools in the Western and Eastern 
Region as an indirect beneficiary group? （PDM に照らし、間接的受益者は今でも適切か） 

 
 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクトの成果はどの程度達成されているか） 
 
 

2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクト目標はどの程度達成されているか） 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
（上記の達成状況に関して、その貢献要因は何か） 
 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 
（上記の達成状況に関して、その阻害要因は何か） 

添付資料５．質問票
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＜Questions concerning Efficiency＞ 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、日本側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であったか。

その質、量、タイミングはどうであったか） 
① Dispatch of Japanese long-term and short-term experts (including in PROMETAMⅡ)? 
 
 
② Training of counterpart personnel in Japan and other countries 
   Also, what kinds of changes in their work performance are observed after receiving training? 
 
 
③ Provision of equipment (including a vehicle) 
 
 
④ Development of teacher’s guidebooks, student’s textbooks and workbooks 
 
 
⑤ Other necessary expenses 
 
 

2. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 
of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、エルサル側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であっ

たか。 その質、量、タイミングはどうであったか） 
① Designation of counterpart personnel 
 
 
② Office space and necessary facilities 
 
 
③ Expenses for drivers, insurance, fuel, etc. 
 
 
④ Development of teacher’s guidebooks, student’s textbooks and workbooks 
 
 
⑤ Other necessary expenses 
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＜Questions concerning Impact＞ 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far? （プロジェクト実施による影響や波及効果として何があるか） 
① Positive ones（肯定的なもの） 
 
 
② Negative ones（否定的なもの） 
 
 

2. To what extent the Overall Goal of the Project will be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM?（PDM に照らし、プロジェクトの上位目標は見通せる範囲でどの程度

達成されると予想されるか） 
 
 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment?（上記の予想される達成状況に関して、どのような貢

献要因と阻害要因が考えられるか） 
 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
① Policy and institutional aspects （政策・制度的観点から） 
 
 

   ② Organizational and technical aspects（組織・技術的観点から） 
   
    
   ③ Budgetary and financial aspects?（財政・資金的観点から） 
    
    
2. How do other donors recognize the Project? （他ドナーは本プロジェクトのことをどのよう

に認識しているか） 
 
 
＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

1. Was the project management structure appropriate and functional? （プロジェクトの実施運営

体制は適切か、機能しているか？ 
 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation? （活動計画表に沿って加

活動は行われているか） 
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3. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 
stakeholders been smooth? （関係者間はどのようにコミュニケーションを図っているか。

意思疎通はどの程度スムーズか） 
 
 
4. To what extent does the Ministry of Education have ownership toward the Project? （教育省は

本プロジェクトに対してどの程度当事者意識を持っているか） 
 
 
5. To what extent do G13 have ownership toward the Project?（G13 は本プロジェクトに対して

どの程度当事者意識を持っているか） 
 
 
6. To what extent do G20 have ownership toward the Project?（G20 は本プロジェクトに対して

どの程度当事者意識を持っているか） 
 
 
7. Have there been any major occurrences or changes of the important assumptions? If any, how 

the Project coped with the situation? （重大な事項或いは外部条件の変化はあったか。あれ

ばプロジェクトとしてどのように対応したか） 
 
 
 

Thank you very much. 
どうもありがとうございました。 
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Questionnaire to G13 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
 
 
 

2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
 
 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 
  
  
  
   
＜Questions concerning Efficiency＞ 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
① Dispatch of Japanese long-term and short-term experts (including in PROMETAMⅡ)? 
 
 
 
② Training of counterpart personnel in Japan and other countries 
   Also, how has your work performance changed after receiving training? 
 
 
 
③ Provision of equipment (including a vehicle) 
 
 
 
④ Development of teacher’s guidebooks, student’s textbooks and workbooks 
 
 
 
⑤ Other necessary expenses 
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2. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 
of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
① Designation of counterpart personnel 
 
 
② Office space and necessary facilities 
 
 
③ Expenses for drivers, insurance, fuel, etc. 
 
 
④ Development of teacher’s guidebooks, student’s textbooks and workbooks 
 
 
⑤ Other necessary expenses 

 
 
 
＜Questions concerning Impact＞ 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far?  
① Positive ones 
 
 
 
② Negative ones 
 
 
 

2. To what extent the Overall Goal of the Project will be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM? 

 
 
 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment? 
 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
① Policy and institutional aspects 
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   ② Organizational and technical aspects 
   
    
   ③ Budgetary and financial aspects? 
    
    
 
 
＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

1. Was the project management structure appropriate and functional?  
 
 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation?  
 
 
 
3. Specifically, how are you monitoring and evaluating the usefulness and effectiveness of the 

materials you developed? 
 
 
 
4. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 

stakeholders been smooth?   
 
 
 
5. Specifically, what kinds of difficulties have you found in the process of developing the teacher’s 

guides, student’s textbooks and workbooks in the context of your country based on the ones 
already developed in Honduras? 

 
 
 
 

Muchas gracias! 
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Questionnaire to Ministry of Education (MINED) 
 
＜Questions concerning Relevance＞ 

1. To what extent is the Project consistent with the national development plan or policy of the 
country? 

 
 
 
2. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 

country? 
 
 
 
3. How is the Project placed in and contributing to the COMPRENDO? 
 
 
 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
 
 
 

2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
 
 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 
 

  
  
  
＜Questions concerning Impact＞ 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far?  
① Positive ones 
 
 
 
② Negative ones 
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2. To what extent the Overall Goal of the Project will be achieved in the foreseeable future with 
reference to PDM? 

 
 
 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment? 
 
 
 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

1. How are you planning to maximize the results of the Project or disseminate what the Project has 
achieved? 
 
 
 
 

2. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
① Policy and institutional aspects  
 
 
 

   ② Organizational and technical aspects 
 
 
 

   ③ Budgetary and financial aspects? 
    
    
    
    
 

Muchas gracias! 
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Questionnaire to School Teachers 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

【Good Points】 

1. What are the good points of the teacher’s guides? 
 
 
 
 
 

2. What are the good pints of the student’s textbooks? 
 
 
 
 
 

3. What are the good pints of the student’s workbooks? 
   

 
 
 
 

【Weak Points/Points to be Revised or Added】 

1. What points should be revised or added in the teacher’s guides? 
 
 
 
 
 

2. What points should be revised or added in the student’s textbooks? 
 
 
 
 
 

3. What points should be revised or added in the student’s workbooks? 
 
  
  
  
   
＜Questions concerning Impact＞ 

1. After using those materials, what has change in your teaching? You can refer to both positive 
and negative changes as many as possible. 
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2. After using those materials, what has change in student’s learning? You can refer to both 
positive and negative changes as many as possible. 

 
 
 
 
 
＜Questions concerning Training＞ 

1. Who gave you the initial training on how to use those materials? 
 
 
 
 
 
2. Do you think that the training was good in quality and enough in time? 
 
 
 
 
 
3. Is anyone monitoring the usefulness and effectiveness of those materials? 
 
 
 
 
 
 

Muchas gracias! 
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教材評価―エルサルバドルー 
 
1. はじめに 

本来国定教材は教育省カリキュラムの具現化を図るために教材化されるものである。ゆ

えに国定教材評価は国家の教育政策、実際の現場教師、児童の学習到達度等から総合的に

教育省自身が実施し改訂作業がなされるべきものである。ゆえに当該教育省以外がエルサ

ルバドル国定教材評価を上記のように総合的に評価することは困難である。 
しかし広域「算数大好き」プロジェクト 5 カ国で実施されている技プロの主要成果物が

算数科教師用指導書、児童用作業帳（または教科書、練習帳）であることから技術移転を

実施したドナー側として成果である教材評価を試みることは必要であろう。以上の理由か

ら本稿では上記成果物の自己評価を試みることとする。 
 
2. 目的 

・ 開発された教材を算数内容や体裁の観点から確認するため 
・ 今後の改訂作業にフィードバックするため 
・ 算数教材に不可欠な項目を評価基準として設定し、将来的に広域 5 カ国で開発さ

れた教材のレビューを行い、教材開発に関する知見を共有するため 
 

3. エルサルバドル国定教科書印刷配布の経緯 
Comprendo 以前にエルサルバドルで全国配布された算数科教科書は 1999年 5 月に出版され

た“Matemática COLECCIÓN CIPOTES（1～6 年生）”である。本教科書は米州開発銀行の

借款による”Proyecto Modernización de la Educación Básica(基礎教育現代化プロジェクト)” 
の一環として開発配布されており現行カリキュラムに準じた編集となっている。 
本教科書の主な特徴は以下の通り。 
・ 本教科書「教師へのオリエンテーション」によると具体物、半具体物操作による操作的

な学習を重視する編集方針である。 
・ 各学年で扱う算数領域が大きく 4 つに分割されて４つの大単元構成となっている。 
・ 本文は学習内容の中に囲み等で宿題、教師への指導に関する助言、算数学習に直接関連

のない生活改善標語1により構成される。 
 
4. 評価手法 
本報告書では従来教育現場で使用された国定教科書とプロジェクト開発児童用作業帳の比較

を通して主に教材構成の面から同教材の特徴を浮き彫りとする。本プロジェクト開発教材は系

統学習をベースとしているため同じく系統学習をベースとして全国配布された“Matemática 
COLECCIÓN CIPOTES”との比較を試みることとする。また本プロジェクト開発教材プロセス

で参考として使用されたホンジュラス PROMETAM 教材も合わせて比較することにより本プ

ロジェクト成果物の特徴をより浮き立たせることができると考える。 
また“Matemática COLECCIÓN CIPOTES”教科書には「（教師への指導に関する）助言」が

                                                   
1 「私たちの力を合わせればよりよい結果が得られます（1 年、60 ページ）」「家族が揃えば楽

しい（2 年、11 ページ）」「勉強は満足と人生の成功を与えてくれる（2 年生、61 ページ）」「幸

せに暮らせるように近所の人と力を合わせましょう（3 年生、11 ページ）」等 

添付資料６．教材評価
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所々1～2 行の記述が見られるだけで教師用指導書は開発配布されなかったため本プロジェク

トで開発した教師用指導書には比較対照がない。ゆえにここでは指導書自体の特徴を

PROMETAM 版と比較することを通してレビューすることとする。最後に指導書、教科書、練

習帳の今後の改訂作業をするうえで参考となるよう検討事項を列記することとしたい。 
尚 Comprendo-JICA では現在まで 1～3 年生の教師用指導書、教科書、練習帳が開発されて

いるため、比較対照も“Matemática COLECCIÓN CIPOTES”の 1～3 年生版とすること、本プ

ロジェクトの教科書は未だ全国配布版が印刷されていないのでプロジェクトから教育省への提

出予定データで分析することとする。 
 

5. 従来の国定教科書と児童用作業帳の相違点 
 児童用教科書（1～3 年

生）2007 年 

児童用練習帳（1～

3 年生）2007 年 

エルサルバドル従来

の 教 科 書

（ ”Matemática 

COLECCIÓN 

CIPOTES”1～3 年

生)1999 年 

児 童 用 作 業 帳

PROMETAM（ホンジ

ュラス）2005 年 SIDA

資金で印刷された第

1 版 

取り扱い学習内容

の正確さ 

正確 正確 不正確なところがあ

る。 ＊例参照 

正確 

系統性 教育省はカリキュラム改

訂を同時に実施しており

現行カリキュラムの問題

点を可能な限り解消する

方向で指導計画を作成

している。ゆえに従来に

比べて系統性を重視した

学習内容の取り扱いとな

っている。 

同左 系統性に問題のあ

る現行カリキュラム

に準拠しているため

所々系統性を重視

しない学習内容の

取 り 扱 い が 見 ら れ

る。 

＊例参照 

ホンジュラス教育省カ

リキュラム自体の系統

性の不足という問題

はあるものの、カリキ

ュラムに沿って可能

な限り系統性を重視

した学習内容の取り

扱いとなっている。 

教材内での素材の

取り扱い 

児童の実生活場面から

学習課題を捉えられるよ

うな場面を絵、テキスト等

で記載している。 

同左 同左 児童の実生活場面か

ら学習課題を捉えら

れるような場面を絵、

テキスト等で記載して

いる。 

学習過程 ・ 「復習」主に単元の

導入で前学年まで

の関連既習事項 

・ 「問題提示」実生活

場面から学習場面を

提示 

・ 「問題解決」図解、

式の展開等でさまざ

まな問題解決プロセ

書き込み式の練習

問題を教科書の指

導 順 位 ご と に 掲

載。教科書の「鉛筆

マーク」の指示によ

り児童が授業、家

庭学習（宿題）等で

学習定着が図れる

ように開発されてい

1 学年のテキストが 4

領域 4 つの大単元

で構成されており 1

領域の学習が終了

するまで次の領域の

学習に進めない構

成になっている。各

小単元は問題場面

を導入した次に半具

学習過程プロセスを

記載していないが、

問題解決型の学習プ

ロセスを重視してい

る。
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スを提示 

・ 「ヒント」吹き出しで

問題解決のヒントを

提示 

・ 「まとめ」学習内容の

ポイントを囲みで提

示 

・ 「練習問題」 

・ 「鉛筆マーク」該当

学習内容の練習帳

掲載の問題番号を

指示 

・ 「知っていた？」興

味深い関連テーマ

を記載 

・ 「やってみよう」発展

的なテーマの取り扱

い 

・ 「楽しもう」子供が楽

しくできる学習活動

の紹介 

る。特に低学年で

は図形、量と測定

のよう な図の上に

書き込みながら学

習するタイプの問

題で効率的な学習

が期待できる。 

体物を使って解法を

解説し問題演習をさ

せる構成をとること

が多い。児童に対す

る指示を積み重ねる

構成になっているた

め問題解決型の授

業を展開するには

教師の高い技量が

求められる。 

解答の記載 指導書に赤刷りで記載 教員用練習帳別刷

りの予定はなく、な

し 

なし 指導書に赤刷りで記

載。 

評価 教師用指導書に記載 同左 小単元の最後のペ

ージの下方に（教師

の指導に対する）助

言があるが「～の内

容についてたくさん

の練習をさせてくだ

さい」という記述が代

表的であり、何をど

のように評価するの

か関する支援は記

載されていない。 

教師用指導書に記

載 

文化・ジェンダー配

慮 

当国では比較的エスニッ

ク配慮をする必要がない

こともあるが、登場する子

供の髪の色は黒、茶色、

金髪、肌の色は白、 肌

色、褐色と多様にしてい

カラー印刷ではな

いため登場人物の

肌の色等の判別不

能。教科書に比べ

て問題中心である

ため比較的子供の

単元、小単元ごとに

人間の絵のタッチが

変わり一貫していな

い。おおむね薄い

肌色、茶色または金

髪。写真（子供の写

ホンジュラスの農村

風景、農産物等日常

的に目にする機会の

多い素材を使用して

いる。登場人物のジ

ェンダーには配慮し
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る。男女比は同程度にな

るよう配慮されている。 

登 場 回 数 は 少 な

い。 

真含む）や背景はエ

ルサルバドルのもの

を使用している。 

ている。 

学習具(準備物)へ

の配慮 

巻末に数カード、計算カ

ード、定規、展開図等を

コピーして使えるように掲

載 

巻末に数カード、

計算カード、定規、

展開図等を切り取

って使えるように掲

載 

書き込み教科書で

はないため、図形、

ドット、絵等をノート

に写させてから学習

活動をさせる構成が

多く低学年には不

適切。 

巻末に数カード、計

算カード、定規、展開

図、三角定規等を切

り取って使えるように

掲載 

表記 数字のフォントが統一さ

れている。 

「４」、「7」フォントが

2 種類使用されて

いる。 

若干記載数字に差

異が見られる（6と 9）

が、おおむね統一さ

れている。また指示

も二人称命令形、単

元・小単元名は一人

称複数統一されて

いる。 

若干記載数字に差

異が見られる（印刷

の問題か？）。 

ページ数（1－３年

生平均）＊巻末切り

取り教材を除く 

131.7 ページ 66.7 ページ 149.3 ページ 127.5 ページ 

使用している用紙 現時点で印刷されていな

いので不明だが教育省

の仕様書によれば純白な

コピー用紙（Papel bond 

alta blancura ）を使用予

定。 

同左 コピー用紙又は薄

いケント紙のよう な

材質。 

コピー用紙のような材

質で若干後ろのペー

ジが透けて見える 

表紙 3 学年とも若竹色で表題

「算数１」は黄色抜き。学

習内容に沿った学年ごと

のテーマ（1 年足し算、2

年掛け算、3 年割り算）を

設定、それぞれの記号を

デザイン化しつつ子供を

配している。 

データにないため

不明 

1 年赤、2 年青、3 年

黄色で「算数 1」は

白抜き。中央に数字

と鉛筆、消しゴム等

児童の身近な素材

を使ったデザイン。 

ホンジュラスの著名な

画家の絵。学年で色

を変えている（教育省

デザイン）。 

記載されている著

者 

著者としてではなく「教育

省技官」としてアカデミッ

ク課算数 6 技官名が記載

（予定）。 

同左 裏表紙に教科書会

社の名前が明記さ

れている。 

教育省国立実践研

究所所長、教育省プ

ロジェクト担当官氏名

列記 

JICA 協力に関する

記載 

「JICA 支援により開発さ

れた」の記述が 4 ページ

同左 ― プロジェクト名、専門

家名、プロジェクト現
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目（目次の前頁）に記載 地 ス タ ッ フ 氏 名 、

JOCV 名記載。 

広域本体の教材使

用への謝辞 

裏表紙裏に記載 同左 ― ― 

JICA マーク 裏表紙に ODA マークとと

もに掲載。 

同左 ― 裏表紙に EFA-FTI、

PROMETAM フェー

ズ 1、ODA、JICA、

SIDA マークとともに

掲載。 

ISBN 取得の手続き中とのこと。 同左 記載なし 99926-34-25-1,3,5,7

先方政府要人のメ

ッセージ、写真等 

教育大臣、同次官連名

でメッセージ 1 ページ。 

同左。 教育大臣、同次官

連名でメッセージ 1 

ページ、白黒印刷。 

大統領、教育大臣写

真入メッセージ計 2

ページカラー印刷で

掲載（2005年度SIDA

版）。 

＊ 従来教科書“Matemática COLECCIÓN CIPOTES（1～3 年生）”課題の具体例 
(1)「数と計算」領域 

・ 1年生で 1桁同士、2桁同士の繰り上がりのない足し算、繰り下がりのない引き算をやり、2年生で1000

未満の数を学習してから 10 の合成分解を取り扱っている。 

・ 1 桁同士の 1 回の繰り上がりのある足し算を扱って 5 ページ後には 3 桁同士の 2 回の繰り上がりのあ

る足し算を取り扱っている。 
・ 繰り上がりのない 1桁同士の足し算の扱いの中に 3口の足し算で答えが 10になる計算がある（1 年）。 
・ 3 桁同士の 2 回の繰り下がりのある引き算で 501-299, 800-399 のような 0 の扱いが練習問題の中でし

か扱われていない（2 年）。 
・ 2 年生と 3 年生に掛け算九九学習内容の重複がある。 

（2）「図形」領域 

・  平面図形と立体図形を混同して取り扱っている（1 年生）。 

・ 長さの測定または比較手法を導入せずに辺の長さに着目して四角形概念を導入した後に四つの辺

が等しい四角形を教科書の図から選ばせてノートに作図させている（2 年生）。 

・ 長さの単位、定規の使い方、分度器の使い方等を導入せずに二等辺三角形を作図させている（2 年

生）。 

・ 平行概念を導入せずに二組の二辺が平行な四角形が平行四辺形であると取り扱っている（3 年生）。 

・ 鋭角三角形、直角三角形の図が間違っている（3 年生）。 

（3）「量と測定」領域 
・ 「お金」単元で前の通貨単位が使われている（ドル化に伴い現地通貨コロンは現在ほとんど使われて

いない）。 
・ 4：30 を時計の絵を描かせて示せという問題があり、360 度を如何に 12 等分するのか、円をどのように

描くのか等の未学習内容に対する配慮に欠けている（2 年生）。 
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6. 教師用指導書の特徴 
 教師用指導書（1~3 年生）2007 年 教師用指導書 PROMETAM（ホ

ンジュラス）2005 年度 SIDA 資

金での配布版 第 1 版 
目次 1 年を通した目次と学期毎（3 学期

分）の目次の記載あり 
記載あり 

カリキュラムとの関係 カリキュラムの内容は「関連と発

展」に記載。現在カリキュラム改編

中。 

Instructivo の初めにカリキュラ

ム準拠であることが記載。カリキ

ュラムの内容は「関連と発展」に

記載。全ての単元の目標はカリキ

ュラム同様。 
指導書の使い方 ・ 作業帳の具体的なページを縮

小して掲載し、使い方を図示。

その後、一つ一つの意味につい

て解説を加える。 
・ 指導書で使用される授業、算数

に関するタームの解説。 

・ 作業帳の具体的なページを

縮小して掲載し、使い方を図

示。その後、一つ一つの意味

について解説を加える。 
・ 指導書で使用される授業、算

数に関するタームの解説。 
基礎的な指導技術 評価や学習過程、練習問題のさせ方

等の指導技術に関する情報が記載 
評価や学習過程、練習問題のさせ

方等の指導技術に関する情報が

記載 
授業展開例 「導入」「習熟」の 2 段階の学習過

程の授業を授業準備をしないとき

とした時に分けて授業展開例を記

載。 

「導入」「習熟」の 2 段階の学習

過程の授業を授業準備をしない

ときとした時に分けて授業展開

例を記載。 
年間指導計画 学期、月、単元名、時数、コンセプ

ト・プロセス・態度内容に関する記

載。 

月、単元名、時数、単元目標、主

な学習内容、算数 4 領域に色分け

て記載。 
単元名 記載あり 記載あり 
単元目標 記載あり 記載あり 
学習内容系統表 前学年と次の学年との学習内容の

つながりについて図で記載 
前学年と次の学年との学習内容

のつながりについて図で記載 
単元学習計画 単元構成しているブロック名、配当

時間、学習内容 
単元構成しているブロック名、配

当時間、学習内容 
単元のポイント 単元構成しているブロック名ごと

に記載あり 
単元構成しているブロック名ご

とに記載あり 
本時目標 到達度測定指標として記載あり 目標として記載あり 
使用教材学習具(準備

物)への配慮 
例：切り取りのページ

や、手作り教材の紹介

など 

教師、児童用記載あり 教師、児童用記載あり 
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縮小版作業帳の記載 掲載あり 掲載あり 
授業展開案 授業内での主要な児童の学習活動

ごとに教師の活動・児童の活動主要

発問・留意点が記載。 

授業内での主要な児童の学習活

動ごとに教師の活動・児童の活動

主要発問・留意点が記載 
 教師の活動 教師の活動・発問等を記載 教師の活動・発問等を記載 
 児童の活動 特別記載はないが教師の活動の中

で児童の活動が読み取れる 
児童の予想される反応、児童の学

習活動が記載 
評価 単元ごとに「単元目標」「学習内容」

「態度内容」が記載。また学期ごと

に「数学的論理的思考と数学コミュ

ニケーション能力」「算数の実生活

への応用」にそれぞれ「評価指標」

「到達指標」が記載。その次に「学

力強化」ページがあり各「評価指標」

に対する「誤答の際の考えうる理

由」「対応ページ」が記載されてい

る。ページごとに下線で各時目標を

達成するために重要なタイミング

を児童の学習活動として表示、教員

の指導上の指標とするように記載。

評価の観点が記載。作業帳チェッ

クをすることにより形成的評価

を実施。 

留意点 「ノート」としてページの下に記載

し、本時指導上の留意点や学習内容

の関連情報、追加練習問題等幅広く

使っている。 

「ノート」としてページの下に記

載し、本時指導上の留意点や学習

内容の関連情報、追加練習問題等

幅広く使っている。 
作業帳解答 赤刷りで記載あり 赤刷りで記載あり 
 
7. 児童用教科書検討事項 

(1) バリデーションを教室現場で十分に実施することができなかったため今後の改訂（5～
10 年後？）に向けて教室現場からのコメントを吸い上げて蓄積検討改訂を継続的に実

施することが望ましい。その際学習内容、系統性の検討を継続的に実施し次のカリキ

ュラム改訂を視野に入れたバリデーションとすることが肝要。 
(2) カリキュラム改訂作業の完結とともに教科書掲載の学習内容のレビジョンを実施し、

今後の教科書改訂につなげることが必要。 
(3) 教育省アカデミック課算数技官に蓄積された知見能力を今後の普及のための研修、次

の改訂に向けて有効利用するために政権交代に左右されない人材の継続的な活用が肝

要。 
(4) 今後の教材改訂に向けて教材開発過程で議論されてきた特に以下の内容について検討

することが望ましい。 
・ 全体的な学習内容量 
・ 数の拡張（分数、小数）の指導順位 
・ 取り扱う図形の種類と児童が身につける能力の種類 
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・ 整除性の取り扱い方 
・ 取り扱うグラフの種類と指導順位（絵グラフ、棒グラフ、折れ線グラフ） 
・ 量と測定領域における地域単位の取り扱い、扱う単位の数と種類 
・ （今後整備予定の）7～9 年生カリキュラムとの整合性 
・ 特に第 1 サイクル（1～3 年生）における指導内容の重複（時間、お金等）の整理 

 
8. 児童用練習帳の検討事項 

(1) 児童の書き込みを前提としているため白黒印刷とし単価が抑えられているため廉価。

今後政権交代後も毎年印刷配布されるのかが課題。 
(2) 教科書と違い毎年印刷配布を前提としているため今後よりよいものに改訂していくこ

とが可能。教育省の方針を要確認し、今後継続的に改訂作業を実施する必要がある。 
(3) 同使用法に関する指導を研修等を通して教室現場に徹底する必要がある。 
 

9. 教師用指導書の検討事項 
(1) 学期の最後に『指標』という表題で「評価指標」と「到達指標」が併記され、「数学的

論理的思考と数学コミュニケーション」、「算数の実生活への応用」に分けて記載され

ている。その後『学力補強』として『指標』とは別の「評価指標」が記載されている。

項目が詳細になりすぎ教室現場で教師がどれだけ使いこなせるのか、教育の質を高め

るために生かされるのか今後モニタリングをしていく必要がある。 
(2) これまでの技プロ期間内では十分にエルサル教員に指導書の使い勝手に関して調査す

ることができなかった。ゆえに今後次の改訂に向けて指導書の内容、標記の仕方、使

い勝手等を実験校または Comprendo 対象校等に於いて継続的に調査し、積極的に改訂

していく姿勢が臨まれる。 
以上 
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第１章 概要 

１－１ プロジェクト名称 

 エルサルバドル国初等教育算数指導力向上プロジェクト（COMPRENDO-JICA） 

 

１－２ プロジェクト期間 

 2006 年 4 月 1 日～2009 年 3月 31 日（3年間） 

 

１－３ プロジェクト対象国 

 エルサルバドル共和国 

 

１－４ 受益対象者 

 教育省（MINED）中心グループ 13 名（G13） 

 

１－５ プロジェクト実施機関 

 エルサルバドル側：教育省（MINED） 

 日本側：国際協力機構（JICA） 

 

１－６ 評価概要 

本プロジェクトは 2006 年 4 月に開始し、2009 年 3月に終了を予定している。残り 1年 4ヶ月間の

期間を残した段階で、JICA は 2007 年 11 月 11日から 26 日まで調査団をエルサルバドル共和国に派

遣し、日本側調査団とエルサルバドル教育省メンバーから成る評価者による中間評価が実施された。 

 

１－７ 評価工程 

最初の PDMが PO と共に 2006年 3 月 26日に合同調整委員会にて締結された。プロジェクトの達成

状況については以下の観点を PDM に沿って評価する。 

 

１－７－１ 実績・実施プロセス 

（１）実績 

投入、成果及びプロジェクト目標に関する達成度についての情報。詳細は Apéndice 1 を参照。 

 

（２）実施プロセス 

活動の実施状況に関する情報。詳細は Apéndice 2 を参照。 

 

１－７－２ 5 項目評価 

（１） 妥当性 

プロジェクト目標及び上位目標が受益者のニーズと合致しているか、エルサルバドルの政策と日本

の援助政策との整合性はあるかといった援助プロジェクトの正当性を検討する。 
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（２）有効性 

PDM のプロジェクト成果の達成度合いと、それがプロジェクト目標の達成にどの程度結びついたか

を検討する。 

 

（３）効率性 

プロジェクトの投入から生み出される成果の程度を把握する。各投入のタイミング、量、質の適切

度を検討する。 

 

（４）インパクト 

プロジェクトが実施されたことにより生じる直接・間接的な正負の影響を検討する。 

 

（５）自立発展性 

援助が終了した後も、プロジェクト実施による便宜が持続するかどうか、自立発展に必要な要素を

見極めつつ、プロジェクト終了後の自立発展の見通しを検討する。 

 

１－８ 評価の目的 

 中間評価の目的は以下の通りである： 

(1)プロジェクトでの活動実績及び進捗をレビューし評価する。 

(2)プロジェクト終了時までの課題を明らかにする。 

(3)評価に基づきプロジェクトの重点活動を明らかにする。 

(4)プロジェクト終了時までの活動計画の提言を行う。 

 

１－９ 中間評価調査団 

中間評価は日本及びエルサルバドル評価者からなる中間評価調査団によって実施される。 

 

１－９－１ 日本側（中間評価調査団） 

・村田 敏雄 団長 

・丹原 一広 算数協力 

・小園 智寛 教育計画 

・高橋 悟  評価分析 

 

１－９－２ エルサルバドル側 

・Ana Lorena Guevara de Varela、全国教育局長 

・Janet Lorena Serrano de López、授業フォローアップ部部長 

・Manuel Antonio Menjívar、教育開発部部長 

・Yanira de Cruz、外務省対外協力局アジア・アフリカ・オセアニア課職員 

・Rosa Margarita Montalvo、アカデミック課長  

・Sandra Yanira Pérez de Umanzor、教員研修課長 

・José Mauricio Hernández、自己評価課長 



 

- 108 - 

・Oscar Edgardo Lenus、指導主事課技官 

・María Celina Guardado、教員研修課技官 

・ Vilma Calderón Soriano、アカデミック課算数技官 

 

１－１０ 調査日程 

月日 曜日 業務行程 

11 月 12 日 月 豊岡専門家インタビュー 

JICA エルサルバドル事務所訪問 

教育省インタビュー 

11 月 13 日 火 実験校 2校訪問（República de Urguay 校,Repart Valle Nuevo 校） 

11 月 14 日 水 G20 インタビュー 

教育省局長インタビュー 

G13 インタビュー 

11 月 15 日 木 資料収集・分析 

G20 インタビュー 

11 月 16 日 金 他ドナーインタビュー（USAID）  

他ドナーインタビュー（AECI） 

指導主事インタビュー（2名） 

11 月 17 日 土 資料整理 

11 月 18 日 日 資料整理 

11 月 19 日 月 JICA 事務所訪問 

在エルサルバドル日本大使館表敬 

団内打ち合わせ 

11 月 20 日 火 資料整理 

11 月 21 日 水 団内打ち合わせ 

11 月 22 日 木 団内打ち合わせ 

11 月 23 日 金 団内打ち合わせ 

ミニッツ案作成 

11 月 24 日 土 合同調整委員会開催準備 

11 月 25 日 日 合同調整委員会開催準備 

11 月 26 日 月 合同調整委員会開催、ミニッツ署名 

 

第２章 中間評価結果 

２－１ プロジェクトの達成状況 

２－１－１ 成果 

PDM に記載の活動を通じた本プロジェクトの成果の達成状況は以下のとおりである。詳細は

Apéndice 1 を参照。 
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成果 1: 13名のコアグループ（G13）の算数教育（教師用指導書及び児童用教科書（第 1-６

学年）、児童用作業帳（第 1, 2, 3 学年）の開発、授業評価、研修等）に関する能力が強化

される。 

 

指標 1-1: 広域研修及び G10から G20及び G30への研修の結果 

 本プロジェクト開始後、教育省はコアグループを強化するために、その人数を 10 名（G10）か

ら 13 名（G13）に増やした。広域研修と国内での日常業務を通じて、G13 の算数教育に関する能

力は次の点で向上している。 

 教科に関する知識（算数科そのものに対する正しい理解）  

 カリキュラム開発の方法 

 授業及び単元の計画策定 

 教えと学びに係る形成的評価の方法 

これらはホンジュラスの広域研修で行われた算数教育に関する試験、及び国内で 2006年と 2007

年に行われた初等算数科第 2 サイクル（第 4～6 学年）における知識を問う試験の結果において

も確認されている。 

 他方、G13 から大学教員 20 名（G20）に対する研修はある程度は行われたが、次の理由によっ

て計画どおりには実施されていない。 

 G20 は、もともと教育省からの招聘によって幾つかの異なる高等教育レベル教員養成機関が

それぞれ選出した数学専門教員の集まりに過ぎず、本プロジェクトに積極的に関与する者も

いればそうでない者もいる。 

 教育省内の手続きの変更により、現職教員研修（初等算数科第 1サイクル）については、G20

ではなく、入札によって当該業務を受注した大学 1 校が担当することになった。ただし、研

修講師陣を補強するためにその大学が G20 の何名かのメンバーとサブコントラクトを結ぶこ

とはありうる。 

 直近の同研修では、講師にとって極めて切迫した準備期間しか確保されなかった。 

 本中間評価調査では、G30 のメンバーをその機能を特定することはできなかった。 

 

指標 1-2: 成果品（研修マニュアル、形成的評価ツール） 

 初等算数科第 1サイクルの現職教員研修は 8つのモジュールから成る（各モジュールで 1つ、合

計で 8つの異なる教材を必要とする）。2007 年 11 月までに 5回の研修が行われ、5つの教材が開

発され使用された。6 回目の研修教材は現在作成中であり、7 回目と 8 回目のものは 2008 年に

作成される予定である。他方、作成済みの 1～5 回目の教材についても見直しと改訂が必要とさ

れている。 

 形成的評価ツールは作成され、フォローアップ業務で活用されている。 

 G13 のフォローアップ業務担当技官は、全国のすべてのフォローアップチーム（指導主事、運営

主事）及び中央地域実験校 5校の教員に対して技術支援を行った（Apéndice 6）。 

 上述の活動を通して得られた経験を生かし、G13 はプログラム「コンプレンド」に対するフィー
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ドバックを行っている。 

 G13 は日常業務と月 1回行われるテクニカル・コミッティを通じて相互に経験を共有している。 

 本プロジェクトのウエブサイトが作成された。 

 

成果 2-1: 初等算数科におけるバリデーション用の教師用指導書、児童用教科書（第 1-６学

年）及び児童用作業帳（第 1, 2, 3 学年）が作成される。 

成果 2-2: バリデーション用の各教材が最終版として改訂される。 
 

指標: 第 1-６学年の教師用指導書、児童用教科書及び第 1-3 学年の児童用作業帳 

 

 バリデーションの実績と予定は下表のとおりである。 

教材／学年 1 2 3 4 5 6 

教師用指導書 2007 年 6 月 2007 年 6 月 2007 年 6 月 2008 年 2 月
児童用教材 2007 年 6 月 2007 年 6 月 2007 年 6 月 2008 年 2 月

非実施の見込み 

児童用作業帳 2007 年 6 月 2007 年 6 月 2007 年 6 月 ― ― ― 

 

 第 4～6学年用の教材の印刷・配布のスケジュールは数ヶ月前倒しされた。第 5～6学年用の教師

用指導書と児童用教科書がまだ作成中であることを勘案すると、バリデーション（教室での実地

検証）を行う時間はないものと考えられ、そうした前倒しが教材の質に影響を与えるリスクが指

摘される。 

 

２－１－２ プロジェクト目標 

エルサルバドルのカリキュラム及び授業現場に即した、第 1学年から第 6学年までの教師用

指導書及び児童用教科書、並びに第 1学年から第 3学年までの児童用作業帳が完成する。 

 

指標: 教育省による認証 

 2007 年 11 月までの教材作成状況は下表のとおり。 

教材／学年 1 2 3 4 5 6 

教師用指導書 最終改訂中  バリデーション中  作成中 作成中 

児童用教科書 最終改訂中  バリデーション中  作成中 作成中 

児童用作業帳 最終改訂中 ― ― ― 

注：教材の作成は、1）作成、2）バリデーション、3) 最終化の三段階に分けられる。 

 
 中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実験校 2校向けの教材の印刷・配布の計画は下表のとお

りである。 

教材／学年 1 2 3 4 5 6 

教師用指導書 

児童用教科書 

バリデーションと最終改訂（2008 年 3月） 

印刷（2008年 4 月） 

配布（2008年 5 月） 

児童用作業帳 

印刷（2007年 12 月） 

配布（2008年 1 月） 

― ― ― 

注：2007 年 3 月に合同調整委員会が開催され、2008 年 9 月から 11 月にかけて第 4～6学年用の教材

を印刷・配布する計画が確認されたが、その後教育省はこの計画を前倒し、2008 年 4 月から 5 月に
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かけて行うことにした。 

 

２－１－３ 上位目標 

現職教員の初等教育における算数指導力が向上する。 
 

指標: 教育省における授業評価の結果 

 上位目標は通例プロジェクト終了後 5～10 年後に達成される目標と想定されている。その意味で

は、現時点でエルサルバドルにおける現職教員の初等教育における算数指導力が向上したと断定

するには時期尚早である。しかしながら、少なくとも中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実

験校 2校の教員は、本プロジェクトの枠組みで作成された教材（教師用指導書、児童用教材及び

児童用作業帳）のおかげで教えと学びに良好な変化が認められたと述べている。 

 これら 7校の教員のうち 54 名が本調査団からの質問票に回答した。彼らは授業がより良く組み

立てられ、双方向的で効果的になったと述べ、また児童の学びに関しても、より活発で参加的に

なり、思考を働かせて満足のいくものとなったと述べている（Apéndice 4）。 

 

２－２ プロジェクトの実施プロセス 

２－２－１ プロジェクト運営体制 

 2006 年 3 月 31 日に署名された討議議事録（R/D）によれば、教育省副大臣がプロジェクト・デ

ィレクターとして本プロジェクトの運営・実施における全責任を担い、同省の全国教育局長がプ

ロジェクト・マネージャーとして本プロジェクトの管理・技術面における責任を担うと規定され

ている。 

 中核的カウンターパートの人数は 10 人から 13 人に増加した（Apéndice 7）。彼らは日本人専門

家と緊密に働き、本プロジェクトの様々な活動において重要な役割を果たしている。プロジェク

トの実施体制図は Apéndice 11 とおりである。 

 

２－２－２ 活動の実施 

 プロジェクト活動の当初計画と実績は Apéndice 6 に示されている。 

 活動そのものと活動を行う時期に幾つかの変更が生じた。例えば、本プロジェクトでは、3～6

年生についてはホンジュラスで開発された教材を変更せずにそのまま 2 つの実験校でバリデー

ションに使うことを想定していた。しかし、両国間の教育的文脈と国家カリキュラムの差異によ

り、エルサルバドル版のバリデーション用教材を作成することになった。他の例としては、4～6

年生の教材の印刷・配布のスケジュールが前倒しになった（Apéndice 1）。これにより、時間的

に 5～6年生の現場でのバリデーション（教室での試用・検証）の工程を省かざるをえなくなり、

このことが教材の質に影響を与えることが懸念される。 

 教材開発のスケジュールに関する決定が省内で変更された。同様の変更がグラフィック・デザイ

ンやバリデーションのプロセスについても生じた。 

 一連の入札業務を終えるのに時間を要したため、現職教員研修の準備期間がタイトなものになっ

た。 

 教材開発に必要な時間、作業量、具体的な業務が事前調査の段階で細かく検討・計算されなかっ
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たため、結果的に野心的なプロジェクト・デザインにつながった。 

 上述の諸点にも関わらず、活動は日・エ双方の不断の努力で実施された。 

 

２－２－３ プロジェクト関係者間のコミュニケーション 

 G13 と日本人専門家とのコミュニケーションは円滑に行われている。 

 日常の良好な意思疎通に加えて、プロジェクトは月例のテクニカル・コミッティを開催している。 

 

２－２－４ モニタリングと評価 

 G13 はプロジェクトに関連する情報を上記のテクニカル・コミッティで共有した。このようにプ

ロジェクトの進捗状況は定期的にモニタリングされている。 

 合同調整委員会（CCC）は重要事項について協議し意思決定を行った。同委員会は 2006 年と 2007

年に開催されている。 

 

２－２－５ 当事者意識 

 教育省は本プロジェクトをコンプレンド・プログラムの不可欠な要素であると認識している。 

 G13 のアカデミック課の技官は彼ら自身が作成した教材に特別な愛着を感じている。G13 のフォ

ローアップチームの技官は形成的評価ツール一式をフルに活用している。 

 G13 の教員研修課の技官もまた現職教員研修の教材の作成に献身的に従事している。 

 

２－２－６ 技術協力の方法 

 本プロジェクトは、JICA の広域協力の枠組みでホンジュラス共和国算数指導力向上プロジェク

ト（PROMETAM）の第 2フェーズから技術支援を受けている。広域協力は 5カ国（エルサルバ

ドル、グアテマラ、ニカラグア、ドミニカ共和国及びホンジュラス）の 5つのプロジェクトから

構成されている。 

 本プロジェクト「COMPRENDO-JICA」は、主にホンジュラスから派遣される日本人専門家から

技術支援を受けている。彼らの努力と献身が賞賛に値するものであることは疑いない。しかし、

広域専門家のエルサルバドル訪問は過去 1年間で月 1回のペースであり、毎回の滞在期間は 4～

5日であることから、日本人専門家が G13 に対して十分な技術（専門性）移転を行うことはむず

かしく、また G13 にとってもそうした短期間で日本人専門家から授かる知識とスキルを十分に

咀嚼・吸収することは困難と思料される。その意味で、本プロジェクトは構造的困難さと地理的

制約を最初から内包していたといえる。 

 教育省のウェブサイトに掲載されている現行の公式文書によれば、コンプレンド・プログラムは

主要 2教科（算数と国語）に焦点が置かれている。JICA が算数で技術支援を行い、USAID が国

語で支援を行っていることから、2つのドナーが相互に補完してコンプレンド・プログラムを後

押している形となっている。 

 

２－３ 5 項目による評価 

評価 5項目の観点から、「高い」、「中程度」、「低い」の 5段階で評価した。詳細は Apéndice 3 を参

照。 
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２－３－１ 妥当性 

結果: 高い  

（１） エ国政府の政策との整合性 

 2004年6月に就任したサカ大統領は2004年から2009年までの政府計画「País Seguro（安全な国）」

を発表した。同計画は 16 の活動領域を掲げ、教育分野も「近代化への跳躍と知識社会の構築」

との副題を伴ってその一つに挙げられている。 

 教育省が 2005 年 3 月に作成した「国家教育計画 2021」は、次の 4つの戦略ラインを挙げている。 

- 戦略ライン 1：教育へのアクセス 

- 戦略ライン 2：実のある初等・中等教育 

1) 適切な施設環境、2) 学習を可能にする制度的環境、3) 優秀で意欲のある教員、4) 学び

を促進するカリキュラム、5) 教員及び学習者の資格認定 

- 戦略ライン 3：競争力（のある人材の育成） 

- 戦略ライン 4：良いマネジメントの実践 

 コンプレンド・プログラムは、上記の戦略ライン 2の中で下線部の項目に対応したものであり、

初等教育第 1 サイクルに在籍する児童の算数の思考力と分析力及び国語の理解力と表現力を向

上させ、もって学業の向上を図ることを目的としている。 

 本プロジェクト「COMPRENDO-JICA」はその名の示すとおり、コンプレンド・プログラムの活

動を補完するものである。 

 このように、本プロジェクトは「エ」国の開発政策及びニーズと合致している。 

 

（２） ターゲットグループのニーズとの整合性 

 PDM に記載されているとおり本プロジェクトには 2 種類のターゲットグループが存在する。一

つは直接的受益者である G13 である。もう一つは間接的受益者であり、G20、中央地域実験校 5

校と東部・西部地域準実験校 2校の教員、児童、フォローアップチーム（指導主事、運営主事）

がこれにあたる。 

 G13 は算数教育に関する能力向上を必要としており、まさにこれは本プロジェクトが目指してい

るものである。他方、本調査団が実施したインタビューでは G20 に対して直接技術支援を行う

必要性は確認できなかった。教育省内の手続きの変更によって G20 の本プロジェクトへの参加

の仕方も変容した。したがって G13 から G20 への研修は計画どおりには実施されなかった

（Apéndice 1 参照）。しかしながら、G20 のメンバーは算数の専門官のネットワークの一部とし

て関わりを持ち続けることは可能である。 

 2004 年に JICA が実施した調査によれば、算数は「エ」国の教員と児童にとって最も不得手な科

目である。教員は教授力の向上に資する教材と研修を強く求めており、児童は良い教材を欲し、

算数を楽しく学びたいと願っていた。 

 中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実験校 2校の教員、児童、フォローアップチーム（指導

主事、運営主事）は、学校でフォローアップ活動を行う際に使用する有形のツールとフォーマッ

トをも必要としていた。 

 このように、本プロジェクトで設定された「成果」はターゲットグループのニーズと合致してい
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る。 

 

（３） 日本の ODA 政策との整合性 

 日本政府は 2002 年に発表された「成長のための基礎教育イニシアティヴ（BEGIN）」において、

開発途上国の教育の「質」向上への支援を重点事項として位置づけており、その中で次の 3点を

細目として挙げている。 

1) 理数科教育支援 

2) 教員養成・訓練に対する支援 

3) 学校の管理・運営能力の向上支援 

 2004 年 8 月実施された現地政策協議において、日本側 ODA タスクフォースとエルサルバドル政

府との間で2004年から2009年までの現政権に対する我が国の援助重点分野を以下のとおり確認

している。 1) 経済の活性化と雇用拡大、2) 社会開発、3) 持続的開発のための環境保全、4) 民

主主義の定着・強化 

本プロジェクトは初等教育の質の向上を目指すことを目的に形成されており、社会開発の分野に

おける支援と位置づけられている。 

 このように、本プロジェクトは日本の ODA 政策と整合している。 

 

２－３－２ 有効性 

結果: 中程度  

（１） プロジェクト目標に対する成果の貢献 

 本プロジェクトは、プロジェクト目標の達成に向けて進捗している。 

＜教材の開発＞ 

 Apéndice 1 に記載のとおり、第 1～3学年用教材（教師用指導書、児童用教材、児童用作業帳）

は作成済みであり、2007 年 12 月に印刷され 2008 年 1 月に配布される予定である。第 4 学年用

教材は現在バリデーション中である。第 5～6学年用教材は現在作成中であり、第 4学年用教材

と一緒に 2008 年 4 月に印刷され 5月に配布される予定である。 

 中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実験校 2校向けの教材の印刷・配布部数は以下のとおり

である。 

1) 教師用指導書（第 1～6学年）：780部 

2) 児童用教材（第 1～6学年）：5480部 

3) 児童用作業帳：2750 部 

 これら教材の作成を通じて、G13、特にアカデミック課の技官の能力は向上した。 

＜研修＞ 

 教育向上を図るための戦略プロセスでは、まず教材を開発し次にその教材で提示された方法を基

に教員研修が計画される必要がある。そのため現在までプロジェクト活動の優先度は教材開発に

置かれてきた。したがって教員研修に関するプロジェクトの進捗は教育省が期待する水準まで達

していない。 

 現職教員研修用の教材はまだ全部は作成されていない。合計 8回の研修モジュールのうち、とり

あえず作成されているのは第 5回まであり、これらを見直し・改訂するとともに、第 6～8回分
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の教材を作成する必要がある。 

 G13 から G20 への研修は計画どおりには実施されていない。その理由は G20 のメンバーが所属

する 8つの高等教育レベルの教員養成機関と契約するに際し、教育省が資金的な前提条件を満た

せなくなってしまったことによるものである。 

 G13 から直近の現職教員研修の業務を落札した大学の教員への研修は、十分な準備期間を確保で

きずに慌しく行われた。 

＜フォローアップチームへの技術支援＞ 

 本プロジェクトではフォローアップチームに対して行われた技術支援は限定的なものであった。

その理由は、アカデミック課の技官は教材開発に大きな責任を負うと同時に、彼らはフォローア

ップチームへの技術支援も計画・実施しなければならず、これに十分に手を回すことができなか

ったからである。 

 要約すると、現時点でプロジェクト目標と成果は部分的に達成されている。限られた人的リソー

スと残期間（16 カ月）を考慮すると、今後は活動に優先度を付ける必要がある。 

 PDM の幾つかの部分は論理的に整合していない。またプロジェクト開始後に内外の事情により変

更が生じた部分もある。 

 

（２） プロジェクト目標及び成果の達成のための阻害・貢献要因 

＜根本的な阻害要因＞ 

 実現可能性に関する不十分な事前調査に基づいた案件形成 

 案件理解を困難にさせた PDM の非論的構成と不明瞭な表現 

 過度な期待に基づいた、限られたリソースと時間での野心的計画 

＜実務上の阻害要因＞ 

 以下のような教育省内の運営上の幾つかの変更、及び時間を要する意思決定と手続き 

 教材の印刷・配布のスケジュールが前倒しになったこと 

 入札手続き完了後、教員研修にかかる準備時間がタイトになったこと 

 G20 のメンバーが所属する 8つの高等教育レベルの教員養成機関と契約するに際し、教育省が資

金的な前提条件を満たせなくなったため、彼らの本プロジェクトへの参加のあり方が変わってし

まったこと 

＜根本的な貢献要因＞ 

 本プロジェクトが「エ」国及び教育省のニーズに対応したものであること 

 本プロジェクトが算数教育における教員と児童のニーズに対応したものであること 

＜実務上の貢献要因＞ 

 日本人専門家によって行われた広域研修 

 域内の他国と経験を共有できたこと 

 日本の経験に基づいて提供された指導・助言 

 プロジェクト内外の変化に応じた適切な対応 

 プロジェクト実施に際しての G13 のコミットメントと熱意 
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２－３－３ 効率性 

結果: 中程度 

（１） 成果達成のための投入と活動の適切さ 

 投入と活動は成果を生み出すことに寄与している。 

 人材、機材、経費などの投入はすべてプロジェクトの実施に不可欠な要素となっている。 

 活動は総じて当初計画に沿って行われているが、上欄に記載されているような阻害要因がもたら

した種々の変更によって、期待されていた成果は十分には発現していない。活動の計画と実績は

Apéndice 6 のとおりである。 

 

（２） エルサルバドル側投入の適切さ 

 Apéndice 1 に記載のとおり、エルサルバドル側の投入は適切に行われている。投入は教育省の

規定に則って提供・管理されている。 

 日本側の投入も Apéndice 1 に記載のとおり適切に行われている。 

 

（３） 運営管理の効率性 

 「有効性」の部分に記載されているとおり、本プロジェクトの効率性に影響を及ぼした幾つかの

阻害要因が存在する。 

 しかし、本プロジェクトが最大限の成果を生むために国内と域内のリソースをフルに活用して運

営管理されていることは確かである。 

 

２－３－４ インパクト 

結果: 高い 

（１） 上位目標達成の見込み 

 中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実験校 2校において、授業と児童の学習に良好な変化が

見られた（Apendice 4）。 

 教材を活用し、研修を受講することによって、多くの教員が同様の変化を感じ取ることが期待さ

れる。 

 

（２） プロジェクト実施によるインパクトと波及効果 

＜正の影響＞ 

• 教育省は、本プロジェクトから得られた知見を新しい国家カリキュラムに反映させた。これによ

り、その成果は長期にわたり、エルサルバドルの算数教育の基礎を成す見込みである。 

• 教育省は授業と児童の学習にとってこれら教材が有用かつ有効であることを認識するに至った。

同省は独自予算によって全国のすべて学校（約 5000 校）宛に教材を印刷・配布する準備を進め

ている。教材別・学年別の印刷・配布部数の計画は下表のとおりである。 

教材／学年 1 2 3 4 5 6 

教師用指導書 8,300 7,900 7,800 7,632 7,617 7,595

児童用教材 197,700 166,512 155,570 147,868 136,862 121,579

児童用作業帳 197,700 166,512 155,570 147,868 136,862 121,579
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• 教育省は、本プロジェクト「COMPRENDO-JICA」で開発された教材の有効性を認め、他ドナー

にも教材開発を要請した。内訳は USAID に国語科、OEI（イベロアメリカ諸国教育・科学・文化

機構）に理科を、国際労働機関（OIT）に社会科である。 

教材／学年 JICA USAID OEI OIT 
教師用指導書 

児童用教材 

児童用作業帳 

算数科 国語科 理科 社会科 

注：JICA、USAID、OEI 及び OIT のフルスペリングは略語表を参照。 

 

＜負の影響＞ 

 大きな阻害要因は見当たらないが、中央地域実験校 5校と東部・西部地域準実験校 2校の教員か

ら次のようなコメントがあった。新しく開発された教材を用いて新しい教授法に適応しようと奮

闘している様子がうかがえる。 

 いろいろな道具や材料を事前に準備する仕事が増えた。 

 幾つかの学習テーマを自分で組み立てるのに多くの時間を要するようになった。 

 

２－３－５ 自立発展性 

結果: 中程度 

（１） 政策・制度的側面 

 「国家教育計画 2021」の目標を達成するために、教育省は本プロジェクトで開発されたすべて

の教材を全国の学校に配布する予定である。特に児童用作業帳は全国の児童一人ひとりに配布さ

れ、活用される見込みである。 

 教育省は、児童に知識を広げ理解を深めてもらうよう児童用作業帳を配布するための予算を毎年

確保する旨コミットしている。 

 111 校を対象とした COMPRENDO プログラムの枠組みにおいて、教育省は 1～3年生の教員を対

象とした研修を 2006 年 1 月から開始した。この現職教員研修の詳細実績は Apéndice 12 のとお

りである。下表は 2006～2008年の研修の全体スケジュールである。 

 教育省は、本プロジェクトから得られた知見を新しい国家カリキュラムに反映させた。これによ

り、その成果は長期にわたり、エルサルバドルの算数教育の基礎を成す見込みである。 

時期 

2006 

1 月 

2 月 

2006 

4 月 

5 月 

2006 

8 月 

9 月 

2007

8 月

9 月

2007

11 月

12 月

2008

1 月

2 月

2008

4 月

5 月

2008

8 月

9 月

2008 

11 月 

12 月 

2009 

1 月 

2 月 

2009

4 月

5 月

第 1バッチ 1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 ― ― ― 

第 2バッチ  ― ― ― 1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回

注：各モジュールでは、教員が各モジュールに組み込まれた概念と教材に書かれた内容を自分のもの
にできるように本プロジェクトで開発された教材が使用される。8つのモジュールから成る本教員研
修を修了すると、受講者は初等教育第 1サイクルの算数科の大卒教員として認定（資格付与）される。
各モジュールは、40 時間（算数 16 時間及び国語 24 時間）のスクーリング（座学）と、40 時間のス
クーリング以外の自習（課題提出を含む）及び授業実践で構成されている。 

 

（２） 組織・技術的側面 

 教育省において本プロジェクトと関連した部課の組織的な能力は強化されたといえる。特にアカ
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デミック課の技官は算数教育に関する知識と技能を修得した。アカデミック課内で他の教科（国

語科、理科、社会科）を担当するチームとは異なり、算数チームだけが自ら教材開発を行った。

算数チームの 6人の技官は日本人の広域専門家から集中的に実地指導を受けた。これら技官が継

続して勤務する限り、算数教育に関する知識と経験は教育省内に定着することが期待される。 

 他方、現職教員研修に関する G13 の能力強化は十分に図られたとは言いがたく、同研修で使用

される教材についても完全には作成されていない。 

 

（３） 財政的側面 

 2008 年と 2009 年の全国レベルでの教材の印刷・配送については政府による信託基金（フィデイ

コミソ基金）で確保済みである。 

 教育省は、当面の持続性を保証するために、教科書無償配布、教師教育（主に現職教員研修）、

フォローアップ、及び授業評価に対しては政府としてコミットメントしていると発言している。 

 

２－４ 結論 

プロジェクト目標及び成果は現時点においては部分的に達成されている。今後プロジェクト活動に

優先順位をつけることで存分に達成されることが期待される。 

 

本プロジェクトは日本・エルサルバドル双方の強いコミットメントによって運営されている。教材

（教師用指導書、児童用教材、児童用作業帳）は、2008 年に 5 月までに作成・印刷・配布が完了す

る見込みである。他の成果品（教員研修マニュアル・教材、形成的評価ツール）については作成済み

のものと作成中のものがある。これらの活動を通じて中核的カウンターパート（G13）の算数科とそ

の教授法に関する知識は深化している。さらに、多くの良好な変化が学校現場で確認されている。多

くの教員はこれらの教材が導入されたことで「授業がより良く組み立てられ、双方向的で効果的にな

った」、「児童の学びがより活発で参加的になり、思考を働かせる満足のいくものとなった」と述べて

いる。他方、これまで大半の努力が教材開発に傾けられてきたが、今後は教員研修の部分により力点

を置く必要があると考えられる。その意味で残りのプロジェクト期間に行われるべき活動の詳細を今

後詰める必要がある。 

 

第３章 提言 

 広域本体の技術協力範囲の明確化 

 使用できる人的資源、時間を踏まえての活動の優先順位の明確化 

 教員研修マニュアル作成における算数技官の参加度合いの向上 

 プロジェクト状況に応じた PDM、PO 及び実施体制図の変更 
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